
① 世界の動向と日本の現状（WSFA2023【下記】をベースとして）
② 我が国の基本政策と東北地域の特徴
③ 今後目指すべき方向
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東北ＩＬＣ事業推進センターまちづくり検討部会
令和５年度「ＩＬＣ誘致を契機にしたまちづくりの研究」

成果報告会：エネルギーとサステナビリティ
石田聖（低炭素化研究所）、吉岡正和（岩手大学）
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ワークショップのハイライト 

⚫ ARUP社のSuzanne Evans女史はライフサイクルCO2排出量を評価し、ILC
建設時のCO2排出量は266㌔㌧と算定した

⚫ CERNのSteiner Stapnes氏によると2050年のCERNの電力将来計画は、原
子力50％（ CO2排出量5g/kWh）、再生可能エネルギー50％（ CO2排出量
20g/kWh）⇒合計：12.5g/kWh⇒1TWh/年＝12.5㌔㌧のCO2排出

⚫ Anders Sunesson氏 (ESS)とSteiner Stapnes氏から世界・欧州の現状を
知る⇒特に北欧諸国はすでに2050年EU目標を達成の見通しはたっている

⚫ 日本は島国なのでEUと違い一国で閉じたシナリオを作る必要がある

⚫ 日本は化石燃料の使用量を削減するが、ゼロにはできないので、森林によ
るCO2吸収（グリーンカーボン）、海藻によるCO2吸収（ブルーカーボ
ン）、および木造建築によるCO2固定（ホワイトカーボン）を増やすこと
でオフセットする

⚫ 日本は再生可能なバイオマスに恵まれているので、上記戦略は成立する

⚫ 産業界はコンクリートや鉄鋼の低炭素化技術とCO2地下固定技術開発に取
り組んでいる

⚫ 排熱回収技術も事業化を目指した活動が継続している
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世界の年間地球温室効果ガス排出量510億㌧
の内訳
このデータから加速器施設の運用期間だけ
でなく、ライフサイクルを通じたCO2排出量
の評価が必要であることがわかる

Presentation by  Suzanne Evans of ARUP, WSFA2023 in Morioka 
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By 2050
Japan: 480g⇒100g
EU: 220g ⇒ almost zero

• 日本は2050年までに脱化石燃料を達成することは
困難、一方で再生可能なバイオマスが豊富である
ため、「オフセット」シナリオに合理性がある
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https://app.electricitymaps.com/zone/
Steiner Stapnesに教えてもらったサイト

CO2排出量/kWhの世界地図： 緑が濃いほど良く、茶色が濃いほど悪い
灰色の国または地域のデータは入手できていない

https://app.electricitymaps.com/zone/


• スウェーデンとEUは電力市場を自由化⇒電力は自由
競争の下で取引

• 電力ネットワークは相互接続されており、国境を越
えて送電・配電される

• 電力市場の目的は、統合された資源を可能な限り効
率的に利用し電力利用者の需要を満たすことである

• 一般市民は、以下の電力状況をいつでもリアルタイ
ムで見ることができる（https://www.svk.se/om-
kraftsystemet/kontrollrummet/）

Wind

Hudro

Nuclear
Thermal

Others

Anders Sunesson

• このスクリーンショットは、
10月4日8:02のスウェーデン
の状況

• 7カ国切り替え可能（電力構
成は国によって異なる）

• スウェーデン：原子力が
ベースで、水力・風力発電
が需要に応じて変動する

• デンマーク：風力  90％
• ノルウェー：水力90％
• フィンランド：原子力51％夜が明けて電力需要が増すと風力や水力を増やして

対応する

人々は日常的にスマー
トフォンでこの種の
データを見ている
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風力

水力

• 7カ国の合計（左のグラフ）
•火力 5％未満
•再生可能エネルギー 75.9％
•原子力 17.5%

原子力

火力
その他

北欧諸国は2050年
カーボンニュートラ
ル目標を先取り達成
している
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日本企業のグリーンILCへの貢献
繰り返しになるが、日本の戦略は、CO2排出量を削減すると同時に、CO2吸収
量を増やし、最終的にはオフセットすることである。

日本からの寄与
• グリーンカーボン

✓ 菊池宏（ 一関市）: 森林によるCO2 吸収量分析 ・・・年間303㌔㌧吸収
✓ 柴田産業（一戸町）: 持続可能で温暖化ガスを吸収する林産業
✓ 八幡平スマートファーム：再エネ＋IoT活用のハウス農業

• ブルーカーボン: 洋野町の先進的取り組みを吉岡が紹介
• ホワイトカーボン: シェルター（山形市）: 大規模木造建築
• ネガティヴ CO2 セメント: 鹿島建設と太平洋セメント
• ハスクレイによる排熱回収・活用事業: 東日本機電開発

鹿島建設
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東日本機電開発KK・河野氏の報告より
同社は繋温泉・イチゴハウスのフィールド試験を完
了し、今後は面的実証試験に移行予定
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⚫ CERNは既に2050年カーボンニュートラルに沿った戦略を立てている
⚫ ILCも国際プロジェクトであり、同等の目標を立てる必要がある
⚫ つまりNegative Emissionを増やす活動だけでは済まない⇒グリーン電力を増やす

努力も必要である

⚫ 送電網の脆弱な沿岸部に南北を繋ぐ三陸鉄道に沿った送電網設置を検討する
⚫ 沿線地域は再生可能エネルギーのポテンシャルが非常に高い
⚫ 送電網を設けることにより、これらを順次発掘していく
⚫ グリーン電力の市場価値は今後ますます高くなる
⚫ 将来は県北・沿岸部をグリーン電力の産地と変貌させていきたい

2040年に
はILCをグ
リーン電
力で運転
すること
を目指す

⚫ 共生型
⚫ 営農型
太陽光発電
（林地開発
を伴わな
い）

中型風力発電装置
～1基~300kW×ｎ
バードストライク、国産、地元雇用配慮
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沿岸部の再生可能エネルギーポテンシャル（暫定的）

今後の方針：地域の関係者と協議しながら、提案実現に向けた技術課題や社会的
課題の解決に向けた活動を行っていく

8.65億kWh（ILCは7億kWh）
860MW
（ILCは130MW）
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